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 新潟日報社を初めとするメディアでＢＲＴ連節バスのアンケー

ト調査結果は反対多数でありました。 

 民意を尊重し，ＢＲＴ連節バス計画の白紙撤回を求めます。  

 志田常佳議長は平成 26年６月３日午後３時議長応接室において，

私たち市民４名と面会し，「よく市民の声を聞いて，走らせてみて

だめならやめればいい」と無責任な発言をされました。 

 これだけの市民の反対多数の声がある現在，工事をストップし，

高額な税金を無駄遣いせず，預かっている私たちの税金を大切にし

てください。 

 平成 26 年 1 月 1 日高橋三義市議だよりで，「新潟市の一年を振り

返りますと，ＢＲＴの導入に振り回された感があります。確かに新

潟市はＢＲＴに対する説明不足や計画に甘さがあったと思う……

連節バス購入に納得しないまま会派代表者の立場から賛成せざる

を得ませんでした。反省している所です。まことにすみませんでし

た。」と書かれてありました。 

 反対多数の民意を尊重し，議長として会派の長として市議等を戒

め，ＢＲＴ連節バス計画の白紙撤回を求めます。  
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